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I. 緒言  
衛生意識向上のための手洗い試験とその教育効果 










































































り、未洗浄（条件 1：選択者 3 人）、ハンドソー
プを用いずに 10 秒間以下洗浄（条件 2：選択者
10 人）、ハンドソープを用いずに 30 秒間以上洗
浄（条件 5：選択者 7 人）、ハンドソープを用い
て 10 秒間以下洗浄（条件 6：選択者 2人）、ハン











































A       条件Ａ ハンドソープを使用して洗浄 
   条件Ｂ 未洗浄+アルコール消毒 


















































定結果を図 1、図 2、図 3に示した。 
図１Aでは、指（手掌側）における手洗い試験の
合格率は、条件 1 で 0％（3 人中 0 人）条件 2 で
0％（10 人中 0人）、条件 3で 20％（45 人中 9人）、
条件 4で 53％（45 人中 24 人）、条件 5 で 57％（7
人中 4 人）、条件 6 で 50％（2 人中 1 人）、条件 7
で 96％（45 人中 43 人）、および条件 8で 91％（23
人中 21 人）となった（図 1A）。 
手掌部における手洗い試験の合格率は、条件1で
0％（3人中 0人）、条件 2 で 0％（10 人中 0人）、
条件 3で 42％（45 人中 19 人）、条件 4で 78％（45
人中 35 人）、条件 5で 71％（7人中 5人）、条件 6
で 100％（2人中 2人）、条件 7で 98％（45 人中 44







条件 1 で 0％（3 人中 0 人）条件 2 で 10％（10 人
中 1 人）、条件 3 で 4％（45 人中 2 人）、条件 4 で
9％（45 人中 4人）、条件 5で 29％（7人中 2人）、
条件 6 で 50％（2 人中 1 人）、条件 7 で 60％（45
人中 27 人）、条件 8 で 87％（23 人中 20 人）とな
った（図 2A）。 
手背部における手洗い試験の合格率は、条件1で
0％（3人中 0人）、条件 2で 30％（10 人中 3人）、
条件 3で 44％（45 人中 20 人）、条件 4で 80％（45
人中 36 人）、条件 5で 86％（7人中 6人）、条件 6
で 100％（2 人中 2 人）、条件 7 で 100％（45 人中







手首における手洗い試験の合格率は、条件 1 で 0％
（3 人中 0 人）条件 2 で 20％（10 人中 2 人）、条件 3
で 36％（45 人中 16 人）、条件 4 で 71％（45 人中 32
人）、条件 5で 71％（7人中 5人）、条件 6で 100％（2
人中 2人）、条件 7で 96％（45 人中 43 人）、条件 8で









る者の比率は、条件 1で 84％（45 人中 38 人）条件 2
で 33％（12 人中 4人）、条件 3で 54％（13 人中 7人）
となった（図 4）。 

























































が示唆された。条件 7 と条件 8 の合格率を比較する
と、条件 8 のほうが、合格率が低くなっている事例
が見受けられたが、これは条件 7 と条件 8 の母数の
違いからくるものであると考えられた。また、条件 8
の不合格者は条件 7 でも不合格であり、個人の手洗
い技法の癖により洗浄時間を長くしても汚れを除去
しきれなかった可能性が考えられるが、対照実験を
行ったからこそ明らかになった点といえる。そして、
このような経験が、個々の手洗い技法の癖を知り、正
しい手洗い技法を習得するきっかけとなったよう
だ。 
爪部分は汚れを除去するのが難しいといわれてい
るが 3),4) 、本試験結果においても、爪を含む手背部側
の指部分は他の部位よりも汚れが落ちにくいという
ことが明らかになった。爪部分の汚れを落とすため
に、爪ブラシを使用することが効果的だという報告
があり 5）、実際に本学の給食経営管理実習でも爪ブ
ラシを使用して手洗いを行っている。学生のレポー
トより、本試験を通して、なぜ爪ブラシを使う必要が
あるのかを視覚的に理解できた学生が多かったこと
が明らかとなった。 
さらに、ハンドスタンプ培地を用いた手洗い試験
により、通常は目に見えない細菌を実際にコロニー
として確認することで、学生に手洗いの必要性を強
く認識させることができた。 
 
本試験では、手洗いの方法や時間、消毒について細
かい条件設定を行わなかったため、どのような条件
で手洗いを行うのが最も適切かという特定には至ら
なかったが、ハンドソープを用いて適切な方法で手
洗いを行うことで細菌数を減らすことができること
を実際に目で確認できた。手洗い時の石鹸の泡の中
には多数の細菌が存在しており、石鹸による泡立て
時間が長いほど手指表面の細菌数が増加するという
報告もある 6）。本試験の結果でも、手洗い後にコロニ
ー数が増加する事例が見受けられたことから、すす
ぎにしっかりと時間をかけて細菌を除去することが
重要だと考えられる。 
 
Ⅴ. 結論 
ヨウ素デンプン反応を利用した手洗い試験、およ
びハンドスタンプ培地を用いた手洗い試験により、
学生に手洗いの大切さを理解させることができた。
また実験を通して、学生の衛生意識を高めることが
できた。本試験の内容を含む食品衛生学実験を受講
した学生が、将来、管理栄養士として従事するとき、
現場の従事者の衛生意識を高める指導を行うことが
期待される。 
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